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何でもじつと見たり聞いたりしているより,自 分でやった方がおもしろいに決まっている。スポーツだっ

てそうだし,音楽だってそうだ し,麻雀・ トランプ,ダ ンパや コンパなど言 うに及ばずだ。
″
18金

″
映画な

んか見ているよりやった方が断然おもしろい。 ここに,大学祭を「 やつた」記録がある。去るH月 3・ 4・

5日 ,総合科学部生はどんなふうに大学祭に参加 したのだろう。「 参加 した 」なんて大げさなと思う人は,

「 遊んだ 」でもいい。いかに大学祭を主体的にアクティブに「 遊んだ 」か ? 若者が全身の情熱を傾けた行

為は,時を越える。記録に価す る。「 飛翔 」は当然これを特集する。 したがつて皆 さん,い くら新年が来て

「 大学祭って結局一年前のことじゃない 」とシラケたくなろうとも,決 してこの特集を黙殺などしてはなら

ないのです。
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総 科 の theァホ eStは 53生か ノ
いい成績だし,全員参加という目標には程遠かった

大学祭が終わって一ケ月,今だにお祭リショック  が,大学祭を通じて学部内での友が少しでも増えた

の虚脱状態から抜け出せない僕に「 大学祭について  のはうれしいことである。

何か書け。」と言われてもとうてい無理な話。    総科51生の「 去年の大学祭で52生 は馬鹿だなァと思

正直なところ
〃
大学祭の事なんかもう何も思い出し  ったが,今年の大学祭を見ると53庄は52生以上にア

たくない
″
という心境なのです。           ホやなァ。 」という言葉は僕達に対する最高の讃辞

記闘奮祭学大

V′
/

「 大学祭で何かやりたいなア,少なくとも市中パ

レー ドだけ はネ」と仲間と話 したのがオ リキ ャン当

時それがどこでどうなったか
〃
大学祭で53生の連帯

を深めよう〃というスローガンが暗黙のうちに出き

上がっていた。

第一回 (こ れが最初で最後であった力う の53生全体

での討論集会を行なったのが,秋休み直前の 9月 30

日。この時市中パ レー ド,フ ァイヤース トーム,店

出し4つ (フ レンチ ドック,大学いも,金魚す くい
,

人間もぐらたたき)喫茶店,寸劇をやることに決定。

ちょっとメニューが多すぎるかなって気もしたが127

人大所帯や ってやれない事はない。
〃
53生 の厳 深める〃

→
〃
53`授錘肇Z効口〃という具

合にベ ク トルがとび,店出し,喫茶 ,寸Ellは サーク

ル (グループ)男」に行ない,市中パ レー ド,ス トー

ムは少 しでも多くの人に出てもらうため実委企画で

行なうことにした。

それなのに準備段階で一番遅れたのが市中パ レー ド

とス トーム,特にス トームは枕木を運んできただけ

プログラムも作 らずぶつつけ本番 という調子。

最初の目標が大きかっただけに,市中パ レー ド参加

者数30名 強 ,ス トームも前記の状態のため盛り上が

りに欠け満足できる結果ではなかつた。

とは言うものの市中パ レー ド2位は絶対に威張って

であろう。

市 中パ レー ド

(53生  足立)

11月 3日 晴れ ,完成が危ぶまれていたフェニ ック

スのみこしも昨 日ようやく日の目を見て,後は本通

りでバカになるだけ。みんなで一升 ビンをまわ しい

ざ出発。他の出し物に比べて総科の火の鳥は確かに

映えていた。52生も加わって本通 りではのりまくっ

た。そ して広大に戻って来た時には,フ ェニ ックス

の頭はもげ,み んなもアル コールづけのような感 じ

だった。 しかし2位の成績が発表されると,一瞬み

んなの心が一つになるのを感 じた。あくまで「 感 じ

だったのかもしれないが僕はうれ しかった。心の底

か ら湧き出てきた喜びだった。大学祭の反省をすれ
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ばきりがない。 しか し祭 りは祭 りであって祭 り以上

の何かを見つけようとする事は無理があったのでは

ないか,だが何をやるにしても希望は―でっかい方が

いい。傷つくことは若者の特権であると思うか ら。

(53生  中村正憲)

金魚すくい&も ぐらたたき

我々が金魚すくいともぐらたたきという何とも奇

妙な取り合わせでやっと活動を開始 したのは,大学

祭まで約 2週間という時点であった。その上 ,色 々

な不手際も重なつて準備段階を全て完了したのは
,

何と大学祭の前日という有様だった。

さて,当 日kt/4)の模様に話を移すことにしよう。ま

ず金魚すくいの方は「
この寒いのに金魚すくいなん

て……」などという声を尻目になんとか利益に持ち

込んだ。一方もぐらたたきの方も予想以上にバカ受

け/?だった。とりわけ夕暮れ時になると一杯はい

ったおにいさんがもぐらをかわいがりに一 ?た びた

び来られた。あの理性を失い我を忘れてもぐらをた

たきまわす様は,ま さに野性の証明であって何であ

ろうか ?と ころで,我が総科の先輩方もたくさんお

目見えになった。某女性の先輩などは,「 さ～あ′

もぐらちゃん,女の先輩だからヘルメットなしのサ

ービスでいきましょ～う′」と後輩が並々ならぬ敬

意を表したにもかかわ らず,手かげんなしのめった

打ちノ「 オイ/ほんまに女か～ ?」「 もぐらにも愛

の手を…
…」と避難の声声…などなど様々な場面が

あり楽しい一日であった。総科の恥を一身に背負い

つつも……・ (53生 肥後本芳男)

お嬢さん ハレンチ・ ドッグノ

「 ハレンチ ドッグいかがですか」「 ハイ,そ この

一人でさびしそうなお嬢さんハレンチ ドッグいかが

ですか」この呼び込みをやりたい,た だそれだけで

フレンチ ドッグをバザーでやろうと提案 した。 (誰

ですか,僕をスケベなんて言うのは)こ んな単純な

理由で始めたものだがら頭の中llは fRIのプラィもな

くどうにかなる|ミリ
'々

赤字になうてもいい,とに

かく′ヽ|´17直」イ|1叫

^Ⅲ

ほと軽
!)毎

持ちF計画

をたて|たよ
―
計画はす■てはぼ畷 ?に進み,残され

ないという声もあつたが,お いしいといって一人で

二本食べた人もいて,これは総科生で義理だ0た か

もしれないがとにかく嬉しかった。その義理のおか

げかどうかわからないが売り上げも7時30分には売

切れるというすごさには驚いた。しかし,こ のため

忙しくて「 ハレンチ ドッグ」とあまり叫べなかった
,

これが僕にとってただひとつの悔やまれるところで

ある。 (53生 長老)

H.4大 学祭 の 反省

いつの世の中にも,どこの大学にも,自 然発生的

な有志がいるもので,″ 芸術の秋
″
などと日本中猫

もゴキプリも芸術色に染まり抜いている所へ,学問

の砦までも
″
大学祭

〃
など芸術色に染まり出したか

らどうにもガマンできず,1lPMで京都・鴨の河原

で芝居をしている連中を放映していたのが契機で,

総科53庄 で『 てんぐ党 』なる演劇組織を結成 した。

さて,問題になるのが,総科53生大学祭参加に金

魚の糞みたいに付着 している『 総科53生全員参加 』

のスローガンである。高校時代,ヘ タはヘタなりに

演劇をやった者 (WhO iS he?)に は,2日 や 3

日の練習で上演するのはプライ ドが許さず,又他の

人にもそれを強制するものだから『 てんぐ党』には

後から参加することができなくなつてしまった。い

かなる口実をつければ『 てんぐ党 』は,総科53の中

で活動することができるか ? ハムレットの心境で
,

3日 3晩寝ずに苦しんだ結果,ついに見つけた,n On

考えついた。ヘタな□実を′ ″
『 てんぐ党 』は総

科53生大学祭参加に花を添えます。
″

(□実になつ

てないギャー)

〃
巨人の星

″
に返り咲いた星飛雄馬でさえも一歩

譲るほどのhardな練習を積み重ねて克ち取った11

月4日 の勝利は,一生忘れないだろう。広大にこれ

有 りと言われる森戸道路を暴笑の渦の中に巻き込み ,

しかも,麻雀 :パチンコ。女男に青春の日々を浪費

している学生諸君に一撃を与えた『 警官と学生 』。

落ちた 100円玉に命を賭ける女
″
お竜

″
の生き様を

生き生きと描いた『 森戸 100円闘争 』。そして,演

劇の,■On寸劇の砦,健忘症に悩む伊奈五郎を描い

た『 記憶喪失者 』。どれを取ってもまだ記憶に新し

い。あの拍手:笑い,感動が耳のそばで聞こえる。

しかし, 日が沈む毎に,し らけ鳥が赤く染まって西

の空べ飛んで行ったのは,た だ一つ『 てんぐ党 』の

歴史に残された汚点であった。

しかし,あそこまで『 てんぐ党 』が人気を得られ

ゝ v
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たのは,ひ とえに総科53生と先輩方の協力のおかげ

であると,『 てんぐ党』員一同,深く感謝しており

ます。どうも,あ りがとうございました。

(53生  『 てんぐ党』安居)

ファイヤ=ス ト=ム 雑 感

我 の々学部祭というものがない今,大学祭でひと

つ総科生みんなが参加できる企画を′ということで ,

11月 5日 の夜,「 第一回総科ファイアース トーム」

なるものを南グラウンドでやった。

さて当日.50数本の枕木の上に市中パ レードのフ

ェニックスみこしをのせ,点火 したものの,ど うも

なかなかみんながのりきれない。第一回目というこ

とに罪を借りればそれまでだが,主催者側の不手際

で,参加者みんなに迷惑をかけたことをおわびした

い。 しかしなんとかしょうと走りまわってくれたみ

んなのおかげで く特に恩田,長谷川両先輩の P巨人

の星』には感激′ )だ んだんと盛り上がり,最後に

「 安芸の国 」を肩を組み歌つて,「 我々の大学祭」

の幕を止じたのだった。

私がこのファイア
=を

通 して知ったのが,一つの

ことを企画から実行へとやりとおすことのむつかし

さであった。ふりかえつてみて大声で成功イといえ

ないのから苦 しい。    __・
でも私たちには来年がある。54生を迎える来年夜 ,

今度こそ総科祭へむけてフェニックスの翼をはばた

かせたいものだ。   (53生  伏見健一郎)

52生 的 総 括

今年もまた大学祭を 2週間後にひかえたあた りか

ら,昨年の 60余名の参加をかち得た市中パ レー ド

半地下における喫茶 ,自 主映画上映など,あの興奮

とお祭り騒 ぎを体験 した 52生の生き残 り連中 (?)

が,な にや ら動きだしていた。

2年になつてコニスに別れて しまい,各 自が自分

達の身の回 りの事で忙 しくなつたためか,参加者の

数は昨年に比べて著 しく減少 してはいたが,こ の一

年間に,鍛練 され彼等の中に蓄積 されたアホさ加減

は,昨年の比ではなかつた。市中パ レ三 ドでは 53
生制作によるフェニ ックスのみこし集団とともに

,

20数名が,「 原発反対 」「 核武装化阻止 」「 むつ

廃船 」などのスローガンを掲げて行進 しただけでは

なく,昨年の実績か らくる余裕なのか沿道の市民の

皆様に愛嬌を振 りまき,本通 りを掃除 していくこと

も忘れてはいなかつたのである (?)。

さて,こ こで今年の大学祭で特筆すべき事例が 2

つほどある。すなわち,いわゆる「 総科乞食 」の森

戸道路出現と,ス テージ,フ ァイヤース トームなど

時と所を選ばず神出鬼没の活躍をみせた「 The・
Entertainments」 の存在である。後

者は,こ の春以来コンパとあらば常に出現 し,そ の

年齢的ギヤップも省みず,座のシラケを吹き飛ばし

ては去って行く我等の味方である。現在その レパー

トリーは少々マンネリ化に陥っており,今後の精進

が期待されている。そして前者は,今年ひょんな事

から冗談が本当になり,数名の恥と知性と女性を振

り捨てた (いや見捨てられた)男達が発作的に,森

戸道路にござを持ち出し座りこんだものである。「 有

事立法粉砕 」「 総科生の大学祭参加支援 」のスロー

ガンをかかげ,寒さにふるえながらの奮闘で,彼ら

は「 大学祭を見に来た人には最も印象深いものだつ

たはず」と豪語 していた。

なにはともあれ,今年の大学祭も,無事に終了し

た。最終日のあのファイヤーストームに集つていた

総科生や少数ながら他学部の人達は,何を考えなが

らあの燃え上がる炎を見つめていたのだろうか。

来年になればまた新たに54生が入学してくる。そ

れからすぐに 6月 祭,また総科生の中から何かが起

りそうである。

バザー顛末記

(社会 52 彦)

幾人かの心に潜みし鬱勃たるパ トスの火を直列に

配 し,何ボル トかの電圧を起こせば,そ こには,何
ワットかの豆電球が神 々しく光り輝 くかもしれぬ

,

という野望を抱いていたパ トスの会の記念すべき初

事業が大学祭のバザーであった。

何故にバザーを出す成行きになつたかと言えば ,

これはもう,パ トスの会がパ トスの会たる所以でま

つたく衝動的―過性発作的な情熱が我 々を動か した

のであり,夜を徹 して (パ トスの会は夜を徹するの

が大好きなのである)バザニ進出計画が立案 された

のである。

その結果 ,月 並みな,お でん 。うどんの類いは ,

我 々の情熱に冷水を注 ぐが如 く安直な考えであると

して排除され ,も っと馬鹿 々々しくはなばな しく,

衆 目を浴びる出し物としてこれも衝動的に口をっい

たのが,「 てんぷ ら」という言葉であった。当然 ,

並の天ぶ らでは,賛意を得 られるはずもなく,果物

。お菓子をは じめ,仁丹・納豆・アイスク リームな

ど,およそ天ぶ らとは縁もゆかりもない品々を選び

ヽ
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これ らを天ぷ らとして広大生の食生活の多様化に貢

献 しようという目論見が成立 したのであった。

しかし会長の意見で ,一度本番前に作って食える

か否か,人間の味覚の限度に耐え られるかを実験 し

てみなければならぬという事になり,胃腸の丈夫な

人間を集めた試食会が三度行なわれた。そ して ,納

豆,お菓子など人間の味覚では味わいきれないもの

は割愛 され ,ア イスクリーム,野菜 ,果物の 3コ ー

スの天ぶ らが出品の運びとなった。

我 々は銭もうけのためのバザーを出 したのではな

い。我々の内なるパ トスの声に従い一一― ひらた く

言えばや りたくなったから,や ったのであり,そ こ

には何 ら他の動因の影はなく,ゆ えに結果にこだわ

る事は我々にとって意味 なき事であるという毅然た

る態度のもとに11月 3日 を迎えたのであつた。

当日二一―豆電球のかわ りに貧相な裸電球がテン

トをかざり,今 にも陥没 しそうな机の上にコンロが

設置され,そ の上でH月 の冷気とコンロの炎にはさ

まれて死にそうな目にあっている天ぶ ら鍋には,油

が満たされて,客が来るのを今や遅 しとまちかまえ

ていた。

寒空の中で我々がいかに悠然と流れてゆく時と対

決 していたかについて語 るべき事はなく,ただテン

トをかたずける我々の心の中に八個の百円玉のぬく

もりがあったという事を伝えておこう。(収益 800D
しつこく書 くようだが,我 々の行動は結果論では

述べ られないのであって,いかに我々の努力が経済

的に報われなくとも我 々自身のパ トスに満足の灯を

つけてくれたならば,それ以上何 も言 う事はないは

ずなのだ。

『 ……………………・           』

で ,そ の後の打 ち上げコンパで,誰がカラオケの

マイクを離 さなかったとか,打ち上げ麻雀で誰が役

満「 緑一色 」に振 り込んで くれたとか,かような後

日談はつきないが,も はやバザー進出軍団という名

目を離れ ,人間娯楽探求族になりさがった人々の生

き様を描 くにはこの紙面は適当でない。 しかし,こ

れもまたパ トスのなせる業であると,他 人には言い

分け しか聞えないような言い分もまか り通るパ トス

の会に敬意を表 して筆をおく。 (51生 久野和英 )

休 演 宣 言

きまじめに。

一

瀬川あづさ事務所の公演記録

一

51年 H月 大学祭

「 熱海殺人事件 」  作つかこうへい

52年 6月 六 日祭

「 セールスマスやってくるぞ 」

作むろたにたか し

52年 11月 大学祭

「 戦争で死ねなかったお父さんのために

作つかこうへい

53年 6月 六月祭

「 郵便屋さんちょっと」

作つかこうへい

53年 11月 大学祭

「 出発 」 作つかこうへい

それだけの話だ。たい したことはない。

ところで (と 話は唐突に始まる。),大学祭に観客

としてやって くるのはおもしろくないやろな ,と 思

うわけです。本番前のふっとあいた時間なんかに
,

会館の二階のとこか らグランドなんかみていますとち

もう,ど こか らわいてきたんやろと思うようなた く

さんの人が歩いておる。で,こ の中の何人がホント

にワクワクしてるやろ,と思 うと,こ れは芝居をや

つてる方がずっとおもしろい しワクワクすると。か

なり確信もっていえるのです。 しか し芝居 というも

のが観客な しには成立 しないものだとすれば,当 然

この人たちを観客 としてひっば りこまなくてはなり

ません。で,こ の人たちに,私たちがどれだけのワ

クワクを与えることができたか。それが問題となっ

て くるわけです。 しか し仮 りに ,私が観客であって ,

事 ム所の芝居をフラリと見に来たとした ら,どれほ

どゾクゾクするでありましょうか。そりヽ多少はす

るかもしれません。 (こ こらへんは願望) でも,

芝居をやるのと観 るのと,ど つちがス リリングかと

ゝ
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いわれれば,私 はためらいなくやる方を選ぶで しょ

う。それほど左様に,芝居というものは,ま すます

もってシメサバのようにおもしろいのです。

しかしやる方が観る方よリダンゼンおもしろいと

いうのは事ム所の芝居がその程度の芝居でしかない

ということにスギません。

「 うらやましいですね,楽 しそうです し。 」

こんなこといわれるようになったらおしまいです

がな。 (現 にいわれておるが。)

「 芝居をやつたつていえることだけでもいいです

よ。僕なんか何もいえませんからね。そういうふう

にヒトツのことにうちこめるってのは,いや一うら

やましい。 」

などといわれたら,即座に腹かつさばいて死 して

お星さまとなるべきでしょう。

「 参加したことに意義がある。 」

なんてね。これは芝居自体をホメようがないとに

使われるテですから,ど うせ自己満足のかたまりで

すがなと,私はユーウツになつてしまうのです。だ

いいち,ヒ トツのことにうちこむってほど完全燃焼

してるわけじゃありません。 (そ もそも芝居なんて ,

そんなにやって楽 しいものかいな。そりゃ,や っぱ

しおもしろい。こいつはホントーだ。でも, うらや

ましいなんていわれるほどおめでたいシロモノでは

ないわい。あれはバカにされているのだ,ケ ーベツ

されているのだという説もあるしね。)「 うらやま

しいかな 。バ ンザイ青春 」的な意味で,観客を喜ば

せたり感動させたり7)し つづけるくらいなら,隣 り

の猫 といつしよに川に身投げでもするよ私は。

しか しそうはいっても勝手に月日は流れるからな

あ。

「 芝居をやったことはきっといい思い出になりま

すよ。 」

なんていう人はガメ ラにでもくわれてしまえと思

うのですが (ゴ メン,決 して本人ではありません。

そのうなんつうか ,ま ,コ トバのアヤよ ,コ トバの。)

生まれついての軟弱さと優 しさがあふれでて しまっ

て,す ぐニコニコしてしまいます。それどころか ,

ついこないだの公演さえ,茶のみ話にして しまって

る自分に気づいて,3万メー トルのユーウツにおち

てしまいます。

結局「 鳴呼懐 しの事ム所 」になって しまうので し

ょうか。 (事ム所の連中はみんなイイ奴ばかりだか

らナァー)いつまでも「 楽 しい事ム所 」でいていい

んですかね。

この問題を回避するために,私,来年の大学祭は

どこかの映画館の暗闇に身を沈めていようと思 うの

ですが,ど う思われますかな。

以上の嘘はすべて真実です。御静聴を感謝 します ,

皆 さん。

(51生 瀬川あづさ)

難
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